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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。
＜連絡事項＞

· 勝山　正敏様～本日内科的治療必要な為、みちのく記念病院へ転院となっています。

· 高森　清八様～本日野沢・小坂両Ｄｒに診察していただきました。検査結果はまだ全て揃っ　

ていませんが、内服薬・鎮痛消炎剤が七日分処方となっています。引き続き､陰嚢部の観察をしていきましょう.(尿の耐性菌の検査結果がまだです)　次回８月３１日診察予定です。

＜内科診察＞

･　　橋本万様～利尿剤継続処方となっています。浮腫の状態の他、体重の増減が基準となるという事なので、週１回の体重測定を忘れずに行いましょう。

＜患者様情報＞

· 山下　さき様

　　　　　　東Ａ病棟より、療養環境変更の為転入となる。

　　　　　　80歳　　老人性痴呆　　

　　　　　　入院前に転倒し右足第1趾骨折。詳しい経過わからず。湿布にて経過観察。

　　　　　　家族関係が難しい事、公共機関へ頻回に電話をする等の行為あり、家族の希望にて電話制限あり。家族は外出泊もしてほしくないとのこと。

　　　　　　業者洗濯・上下ともに総入れ歯

· 板垣富蔵様

　　　　結核菌（－）、症状鎮静好転化のため、南病棟へ転入となる。

　　　　102号室となっています。精神状態落ち着いていますが、引き続き発熱や咳嗽の有無などの観察していきましょう。
＜ＮＣＰ評価・検討＞

· 橋本万様

　　　　足の浮腫が、利尿剤内服していてもなかなか軽減してこない。

　　　　排便のコントロールができず摘便による排便が多い。

現在のケアプランに追加しています。

＃1　　足の浮腫の持続

Ｐ1　浮腫が軽減する。

　　　　①浮腫の状態観察

　　　　②食事の観察

　　　　　　　塩分の量・水分の量など①と合わせて観察し、必要なら減塩食や水分の制限をしていきましょう。

＃2　　自力で排便することができていない。現在センナリド１錠内服中。

　Ｐ2　　自力で排便ができる。

①排便状態の把握・・排泄介助後、必ず記載する。フローシート記入時､排便ない場合　

は、腹部の状態を観察する。

　　　　　　　②少しでも体を動かす・・椅子や床に座ったままでもできる足を動かす運動を少しずつ

でも取り入れる。

　　依存心の強い方なので、少しずつでもいいので行っていきましょう。

　　上記のケアプランを実施し、それでも自力での排便が上手くいかない時は、下剤の増量も考えていきましょう。

